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（
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
三
十
条

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
婦
人
相
談
所
」
を
「
女
性
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
第
一
号
中
「
婦
人

相
談
員
」
を
「
女
性
相
談
支
援
員
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
婦
人
相
談
所
」
を
「
女
性
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」

に
改
め
る
。

第
四
条
（
見
出
し
を
含
む
。）中
「
婦
人
相
談
員
」
を
「
女
性
相
談
支
援
員
」
に
改
め
る
。

第
五
条
（
見
出
し
を
含
む
。）中
「
婦
人
保
護
施
設
」
を
「
女
性
自
立
支
援
施
設
」
に
改
め
る
。

第
二
十
七
条
の
見
出
し
中
「
市
」
を
「
市
町
村
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
第
一
号
中
「
婦
人
相
談
所
」
を
「
女
性

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
婦
人
相
談
所
」
を
「
女
性
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
改
め
、「
含

む
。）」
の
下
に
「
及
び
こ
れ
に
伴
い
必
要
な
事
務
」
を
加
え
、
同
項
第
三
号
中
「
都
道
府
県
知
事
の
委
嘱
す
る
婦
人

相
談
員
」
を
「
都
道
府
県
が
置
く
女
性
相
談
支
援
員
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
市
」
を
「
市
町
村
」
に
、「
そ
の

長
の
委
嘱
す
る
婦
人
相
談
員
」
を
「
市
町
村
が
置
く
女
性
相
談
支
援
員
」
に
改
め
る
。

第
二
十
八
条
第
二
項
第
二
号
中
「
市
」
を
「
市
町
村
」
に
改
め
る
。

（
更
生
保
護
法
の
一
部
改
正
）

第
三
十
一
条

更
生
保
護
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
中
「
、
婦
人
補
導
院
の
長
」
を
削
る
。

第
十
六
条
中
第
七
号
を
削
り
、
第
八
号
を
第
七
号
と
し
、
第
九
号
を
第
八
号
と
す
る
。

第
二
十
三
条
第
一
項
第
二
号
中
「
並
び
に
売
春
防
止
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
十
八
号
）
第
二
十
五
条
第
四

項
」
を
削
り
、
同
項
第
三
号
中
「
並
び
に
売
春
防
止
法
第
二
十
五
条
第
四
項
」
を
削
る
。

第
二
十
七
条
第
三
項
中
「
若
し
く
は
婦
人
補
導
院
」
を
削
り
、「
、
少
年
院
の
長
又
は
婦
人
補
導
院
の
長
」
を
「
又

は
少
年
院
の
長
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中「（
売
春
防
止
法
第
二
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）」
及
び「（
同
法
第
二
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
を
削
る
。

第
二
十
九
条
第
一
号
中
「
こ
の
法
律
及
び
売
春
防
止
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、」を
削
る
。

（
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
の
一
部
改
正
）

第
十
九
条

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

六
十
二
条
第
三
項
中
「
少
年
法
」
を
「
又
は
少
年
法
」
に
改
め
、「
、
又
は
売
春
防
止
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律

第
百
十
八
号
）
第
十
七
条
の
処
分
を
受
け
て
退
院
す
る
と
き
」
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「
若
し
く
は
売
春
防
止
法

第
十
七
条
の
処
分
を
受
け
て
婦
人
補
導
院
に
在
院
し
て
い
る
場
合
」
を
削
る
。

第
六
十
三
条
第
一
項
中
「
若
し
く
は
婦
人
補
導
院
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
基
き
」
を
「
基
づ
き
」に
改
め
、

「
若
し
く
は
婦
人
補
導
院
」
を
削
り
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
但
し
」
を
「
た
だ
し
」
に
改
め
る
。

（
麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法
等
の
一
部
改
正
）

第
二
十
条

次
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
中
「
、
少
年
鑑
別
所
及
び
婦
人
補
導
院
」
を
「
及
び
少
年
鑑
別
所
」に
改
め
る
。

一

麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
十
四
号
）
第
五
十
八
条
の
五

二

矯
正
医
官
の
兼
業
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
六
十
二
号
）
第
二
条
第
一
号

三

再
犯
の
防
止
等
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
百
四
号
）
第
三
条
第
二
項

（
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
の
一
部
改
正
）

第
二
十
一
条

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
二
十
八
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
二
項
第
一
号
中
「
、
婦
人
補
導
院
」
を
削
る
。

（
矯
正
医
官
修
学
資
金
貸
与
法
の
一
部
改
正
）

第
二
十
二
条

矯
正
医
官
修
学
資
金
貸
与
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
十
三
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
、
少
年
鑑
別
所
及
び
婦
人
補
導
院
」
を
「
及
び
少
年
鑑
別
所
」
に
、「
か
ん
が
み
」
を
「
鑑
み
」
に
改

め
る
。

（
激
甚じ

ん

災
害
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
二
十
三
条

激
甚じ

ん

災
害
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
第
九
号
中
「
売
春
防
止
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
十
八
号
）
第
三
十
六
条
」
を
「
困
難
な
問

題
を
抱
え
る
女
性
へ
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
五
十
二
号
）
第
十
二
条
第
一
項
」
に
、「
婦
人
保
護

施
設
」
を
「
女
性
自
立
支
援
施
設
」
に
、「
収
容
保
護
」
を
「
同
項
に
規
定
す
る
自
立
支
援
」
に
改
め
る
。

（
母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
の
一
部
改
正
）

第
二
十
四
条

母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
三
条
の
二
第
一
項
中
「
売
春
防
止
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
十
八
号
）
第
三
十
五
条
第
一
項
」
を
「
困
難

な
問
題
を
抱
え
る
女
性
へ
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
五
十
二
号
）
第
十
一
条
第
一
項
」
に
、「
婦
人

相
談
員
」
を
「
女
性
相
談
支
援
員
」
に
改
め
る
。

（
児
童
手
当
法
の
一
部
改
正
）

第
二
十
五
条

児
童
手
当
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
七
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
三
項
第
四
号
中
「
売
春
防
止
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
十
八
号
）
第
三
十
六
条
に
規
定
す
る
婦
人

保
護
施
設
（
以
下
「
婦
人
保
護
施
設
」
を
「
困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女
性
へ
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法

律
第
五
十
二
号
）
第
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
女
性
自
立
支
援
施
設
（
同
号
に
お
い
て
「
女
性
自
立
支
援
施
設
」

に
改
め
る
。

第
四
条
第
一
項
第
四
号
中
「
婦
人
保
護
施
設
」
を
「
女
性
自
立
支
援
施
設
」
に
改
め
る
。

（
行
政
手
続
法
及
び
行
政
不
服
審
査
法
の
一
部
改
正
）

第
二
十
六
条

次
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
中
「
、
少
年
鑑
別
所
又
は
婦
人
補
導
院
」
を
「
又
は
少
年
鑑
別
所
」
に
改
め

る
。

一

行
政
手
続
法
（
平
成
五
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
三
条
第
一
項
第
八
号

二

行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第
七
条
第
一
項
第
九
号

（
更
生
保
護
事
業
法
の
一
部
改
正
）

第
二
十
七
条

更
生
保
護
事
業
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
項
第
八
号
中
「
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
」
を
削
り
、
同
項
第
九
号
を
削
り
、
同
項
第
十
号
を
同
項
第

九
号
と
す
る
。

（
更
生
保
護
事
業
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
十
八
条

施
行
日
前
に
婦
人
補
導
院
に
収
容
さ
れ
た
者
に
つ
い
て
は
、
施
行
日
以
後
は
、
更
生
保
護
事
業
法
第
二

条
第
五
項
に
規
定
す
る
被
保
護
者
と
み
な
す
。

（
児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
二
十
九
条

児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
八
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
五
条
第
一
項
中
「
婦
人
相
談
所
」
を
「
女
性
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
、「
婦
人
相
談
員
」
を
「
女
性
相
談
支
援

員
」
に
改
め
る
。

（
更
生
保
護
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
調
整
規
定
）

第
三
十
二
条

施
行
日
が
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
以
後
で

あ
る
場
合
に
は
、
前
条
の
う
ち
更
生
保
護
法
第
十
六
条
中
第
七
号
を
削
り
、
第
八
号
を
第
七
号
と
し
、
第
九
号
を
第

八
号
と
す
る
改
正
規
定
中
「
第
七
号
を
削
り
、
第
八
号
を
第
七
号
と
し
、
第
九
号
を
第
八
号
」
と
あ
る
の
は
、「
第
六

号
を
削
り
、
第
七
号
を
第
六
号
と
し
、
第
八
号
を
第
七
号
」
と
す
る
。

（
平
成
二
十
三
年
度
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
）

第
三
十
三
条

平
成
二
十
三
年
度
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第

百
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
三
項
第
四
号
中
「
売
春
防
止
法
」
を
「
困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女
性
へ
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
令
和

四
年
法
律
第
五
十
二
号
）
附
則
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
売
春
防
止
法
」
に
改
め
る
。
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